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１

安
倍
政
権
に
倍
返
し
だ
！

再稼働

ＮＯ

参
議
院
選
へ
向
け
て
闘
い
は
続
く

戦争法

ＮＯ

辺野古

ＮＯ

9.18 戦争法案廃案！国会正門前大集会

9.12 止めよう！辺野古埋立・国会包囲

9.23 さようなら原発さようなら戦争全国集会

■
許
し
難
い
強
行
採
決

　

９
月
19
日
未
明
、
戦
後
の
憲
政

史
上
最
も
悪
質
な
手
法
に
よ
り
戦

争
法
制
が
成
立
し
ま
し
た
。
憲
法

学
者
や
法
曹
界
が
「
憲
法
違
反
」

と
断
じ
、
強
行
採
決
直
後
の
世
論

調
査
で
は
、
自
民
党
寄
り
の
新
聞

社
で
す
ら
80
％
が
審
議
不
十
分
と

の
回
答
状
況
で
し
た
。
圧
倒
的
な

世
論
の
反
対
意
思
を
押
し
切
っ
て

の
強
行
採
決
で
し
た
。

■
戦
争
法
制
は
無
効

　

安
倍
が
唱
え
た
集
団
的
自
衛
権

必
要
論
の
根
拠
が
消
え
、
不
法
な

特
別
委
員
会
強
行
採
決
等
に
よ
り

成
立
し
た
戦
争
法
制
は
、
本
来
、

無
効
で
あ
る
べ
き
で
す
。

■
安
倍
政
治
に
反
撃

　

今
後
、
戦
争
法
制
の
具
体
化
を

許
さ
な
い
闘
い
と
、
生
活
と
人
権

を
圧
迫
す
る
安
倍
政
権
打
倒
へ
向

け
た
闘
い
の
強
化
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
や
辺
野
古

新
基
地
反
対
の
闘
い
、
原
発
再
稼

働
や
労
働
法
制
改
悪
、
社
会
保
障

切
捨
て
反
対
の
闘
い
な
ど
で
す
。

■
参
院
選
で
倍
返
し

　

戦
争
法
正
反
対
の
闘
い
は
、
多

様
な
分
野
や
階
層
の
人
々
が
全
国

各
地
で
自
主
的
に
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
こ
の
闘
い
の

火
を
消
さ
な
い
た

め
、
当
面
毎
月
19
日

に
国
会
前
集
会
を
行

う
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

来
年
７
月
の
参
議
院

選
挙
は
政
治
決
戦
で

す
。
継
続
し
た
闘
い

を
通
じ
て
、
安
倍
政

権
を
退
陣
に
追
い
込

み
、「
倍
返
し
」
を

し
ま
し
ょ
う
。
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９
月
14
日
、
地
公
三
単
産
・
地

公
退
高
齢
者
集
会
が
日
本
教
育
会

館
で
開
催
さ
れ
、「
永
続
敗
戦
論
」

の
著
者
で
京
都
精
華
大
学
教
員
の

白
井
聡
さ
ん
が
、 『
永
続
敗
戦
論
か

ら
見
る
安
倍
政
権
と
現
代
日
本
』

と
題
し
た
記
念
講
演
。「
侵
略
戦

争
に
対
す
る
反
省
が
な
い
が
ゆ

え
に
、
無
責
任
体
制
が
継
続
さ

れ
」、「
敗
戦
を
曖
昧
に
す
る
た

め
に
対
米
従
属
が
継
続
さ
れ
て

き
た
」
と
、
辛
口
の
指
摘
。

　

翌
15
日
、
日
比
谷
公
会
堂
で

全
国
高
齢
者
集
会
が
開
か
れ
、

退
職
者
連
合
阿
部
会
長
は
「
安

倍
政
権
を
打
倒
す
る
以
外
に
、

高
齢
者
・
労
働
者
の
生
活
は
守

れ
ず
、
平
和
を
維
持
で
き
な
い
」

と
対
決
姿
勢
を
鮮
明
に
し
ま
し

た
。集
会
後
の
デ
モ
は「
戦
争
法
」

戦争法案廃案
安倍政権退陣
闘う姿勢を鮮明に

高齢者集会
の
山
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
例
年

の
銀
座
デ
モ
で
は
な
く
、
国
会
請

願
デ
モ
で
し
た
。
連
合
主
催
の
国

会
前
集
会
に
合
流
、
夜
の
国
会
包

囲
集
会
へ
と
、
闘
う
退
職
者
連
合

の
姿
勢
を
内
外
へ
示
し
ま
し
た
。

学習交流会

戦
争
法
案
は

改
憲
へ
向
け
た
露
払
い

継
続
的
な
闘
い
が
重
要

(1)
一
度
目
は
Ｓ
50
〜
54
の
自
衛
隊

設
立
期
。
違
憲
論
争
が
行
わ
れ
た
。

(2)
二
度
目
は
Ｓ
60
の
安
保
改
定
。

「
必
要
最
小
限
度
の
自
衛
権
」
の
論

が
確
立
。
自
衛
隊
は
「
必
要
最
小

限
の
装
備
」
と
い
う
考
え
方
と
正

当
防
衛
の
国
家
レ
ベ
ル
で
の
適
用
。

(3)
今
回
の
集
団
的
自
衛
権
容
認
は
、

「
必
要
最
小
限
度
の
自
衛
権
が
認
め

ら
れ
る
の
な
ら
ば
、
必
要
最
小
限

度
の
集
団
的
自
衛
権
も
認
め
ら
れ

る
。」
と
い
う
論
に
よ
る
。

(1)
存
立
危
機
事
態
＝
集
団
的
自
衛

権
そ
の
も
の
。
集
団
的
自
衛
権
は

海
外
で
の
武
力
行
使
が
土
台
。

(2)
重
要
影
響
事
態
＝
周
辺
事
態
と

違
い
、
地
域
の
タ
ガ
が
外
れ
、
重

要
影
響
と
認
定
さ
れ
た
ら
、
日
本

一
国
で
敵
を
攻
撃
で
き
る
。

(3)
後
方
支
援
＝
銃
弾
、
核
ミ
サ
イ

ル
も
運
べ
る
。
戦
闘
行
為
と
一
体

に
な
っ
て
も
可
と
な
る
。

　

戦
争
法
成
立
で
改
憲
が
遠
の
い

た
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
違
う
。

戦
争
法
は
改
憲
前
の
露
払
い
。
安

倍
人
気
の
う
ち
に
や
り
、
憲
法
と

実
態
の
乖
離
を
拡
大
さ
せ
、
改
憲

を
容
易
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

　

９
月
７
日
、「
戦
争
法
案

と
安
倍
政
治
」
を
テ
ー
マ
に
、

清
掃
会
館
で
学
習
交
流
会
を

開
き
ま
し
た
。
講
師
は
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
前
副
事
務
局

長
道
田
哲
朗
さ
ん
（
自
治
労

神
奈
川
）
で
す
。
戦
争
法
案

廃
案
の
闘
い
へ
向
け
た
意
思

確
認
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

３
度
目
の
憲
法
の
危
機

法
の
仕
組
み
と
問
題
点

安
倍
政
権
の
真
の
狙
い

道田講師

地公三単産・地公退高齢者集会（白井氏講演）

全国高齢者集会

集会後の退職者連合国会要請行動
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９
月
７
日
に
第
２
回
幹
事
会
を

開
催
し
、
①
12
月
７
日
に
第
２
回

学
習
交
流
会
開
催
、
②
１
月
30
日

に
新
春
の
集
い
開
催
、
③
会
計
予

算
補
正
、
④
旅
費
支
給
基
準
の
暫

定
見
直
し
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

◆
12
月
７
日
に
学
習
交
流
会

　

今
年
は
学
習
交
流
会
を
年
２
回

開
始
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。

２
回
目
の
学
習
交
流
会
は
「
認
知

症
の
こ
と
を
も
っ
と
知
る
」を
テ
ー

マ
に
、
12
月
７
日
に
開
催
し
ま
す
。

認
知
症
に
な
っ
た
場
合
の
こ
と
や
、

な
ら
な
い
秘
訣
な
ど
を
学
び
ま
す
。

◆
１
月
30
日
に
新
春
の
集
い

　

例
年
行
っ
て
い
る
新
春
の
集
い

を
１
月
30
日
に
、
例
年
同
様
、
小

石
川
後
楽
園
涵
徳
亭
で
開
催
し
ま

す
。
参
加
募
集
は
12
月
の
定
例
連

絡
で
行
い
ま
す
。
財
政
が
厳
し
い

た
め
、
会
費
は
昨
年
よ
り
五
百
円

上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
会
計
予
算
を
補
正

　
「
戦
争
法
」
阻
止
の
集
会
・
行
動

に
延
べ
約
280
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
行
動
費
」
は
大
幅
な
赤
字
に
な
り

ま
す
。
８
月
末
時
点
の
推
計
を
基

に
、
予
算
額
を
60
万
円
（
既
予
算

30
万
円
）
へ
倍
増
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。補
正
の
方
法
は「
予
備
費
」

を
取
り
崩
す
こ
と
で
対
応
し
ま
す
。

◆
旅
費
支
給
基
準

　
「
戦
争
法
」
阻
止
の
闘
い
に
よ
る

支
出
の
大
幅
増
で
、
財
政
が
圧
迫

さ
れ
て
い
ま
す
。
支
出
を
抑
制
す

る
た
め
、
旅
費
単
価
を
減
額
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
律
二
千
円

の
旅
費
を
五
百
円
減
額
し
ま
す
。

行
動
参
加
者
の
中
に
は
交
通
実
費

を
ま
か
な
い
き
れ
な
い
方
も
出
ま

す
が
、
ご
容
赦
願
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。
こ
の
措
置
は
会
計
年
度
末

の
来
年
３
月
ま
で
継
続
し
、
そ
の

８
月
19
日
、「
歩
こ
う
会
」
初
行
事
「
御

岳
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」。
評
価
は
上
々
。

▼
８
月
28
日
、
自
治
退
都
本
部
幹
事

会
。
柳
副
会
長
と
庄
司
事
務
局
長
が
参

加
。
高
齢
者
集
会
の
対
応
等
検
討
。
▼

９
月
２
日
〜
３
日
、
箱
根
路
開
雲
で
都

庁
退
学
習
交
流
集
会
が
開
催
さ
れ
、
柳

副
会
長
、
庄
司
事
務
局
長
、
岩
渕
会

計
監
査
が
参
加
。
▼
９
月
２
日
、
都

庁
退
学
習
交
流
集
会
後
、
都
庁
退
役

員
選
考
委
員
会
。
柳
副
会
長
が
出
席
。

新
役
員
体
制
の
最
終
案
確
認
。
翌
３

日
、
都
庁
退
役
員
会
で
新
役
員
体
制

案
が
確
定
。
▼
９
月
７
日
、
幹
事
会

開
催
前
に
第
４
回
三
役
会
。
幹
事
会

議
案
を
検
討
。
同
日
、第
２
回
幹
事
会
。

▼
戦
争
法
案
反
対
等
の
集
会
・
行
動
に

延
べ
12
件
・
62
名
参
加
。
▼
事
務
局
会

＊
７
月
30
日
の
第
３
回

三
役
会
か
ら
９
月
７
日

の
第
２
回
幹
事
会
ま
で

▼
７
月
30
日
、
第
３
回

三
役
会
。
幹
事
会
議
案

等
検
討
。▼
８
月
７
日
、

都
庁
で
都
退
協
定
期
総

会
。
柳
副
会
長
と
庄
司

事
務
局
長
が
参
加
。
▼

退職者会
活動日誌

議
・
事
務
業
務
は

５
回
。
行
事
企
画
、

機
関
紙
・
定
例
連

絡
等
送
付
、
幹
事

会
準
備
な
ど
。

12
月
７
日
に
今
年
２
回
目
の

学
習
交
流
会
�
１
月
30
日
に

新
春
の
集
い
�
会
計
予
算
補

正
と
旅
費
暫
定
改
訂
を
確
認

第２回
幹事会

後
の
対
応
に
つ

い
て
は
財
政
状

況
を
考
慮
し
て

判
断
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　自主サークル「歩こう会」２回目のハイク
は鎌倉アルプスです。最高峰 159m だからと
なめたらアカン、意外と登りごたえがありま
す。それに、なにしろ鎌倉ですから、寺社め
ぐりも楽しめます。
● 10 月 28 日（水）
　９時 30 分「北鎌倉」駅集合
●「北鎌倉」駅から歩いて「建長寺」へ、拝観。

建長寺の伽藍を抜けて鎌倉アルプス・ハイ
キング開始。最高峰の大平山山頂下で昼食
し下山。瑞泉寺拝観、鶴岡八幡宮参拝、小
町通りを経て鎌倉駅へ。

●コースタイムは３時間半くらい（寺社参拝、
昼食・休憩除く）。
３時には解散可能。
ただし、折角の鎌倉な
ので、どこかで反省会。

「歩こう会」10月は
鎌倉アルプス・ハイキング
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東京清掃本部常任体制
●委 員 長　桐田　達也（文　京）
●副委員長　坂本　浩明（玉　川）
●副委員長　中里　保夫（江戸川工場）
●書 記 長　染　　裕之（中　野）
●書記次長　斉藤　幸司（墨　田）
●常任中執　野崎　優三（板橋東）
●常任中執　森田　裕二（　港　）
●常任中執　洞下　一浩（中　野）
●常任中執　倉貫　克志（新　宿）
●常任中執　渡辺　　歩（葛　飾）
●常任中執　西村　好勝（多摩川工場）

闘
い
で
は
、
約
300
名

近
い
会
員
が
行
動
に

参
加
し
た
。
闘
い
は

敗
北
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
の
闘
い
が
重
要

だ
。
社
会
保
障
充
実

の
取
組
み
等
、
今
後

も
『
現
・
退
一
致
』

の
闘
い
を
進
め
る
。」

と
力
説
し
ま
し
た
。

　

吉
田
委
員
長
は
大

会
冒
頭
、
①
北
関
東
・

東
北
の
台
風
被
災
地

支
援
で
人
と
車
を
派

遣
し
た
こ
と
、
②
戦

部
体
制
強
化

と
運
動
強
化

が
主
な
も
の

で
し
た
。

　

最
後
に
桐

田
新
委
員
長

が
「
新
体
制

の
も
と
運
動

と
組
織
の
強

化
を
図
る
た

め
、
全
組
合

員
が
一
丸
と

な
っ
て
闘
お

う
。」
と
決

東
京
清
掃
賃
金
確
定
闘
争

■
第
一
波
総
決
起
集
会

10
月
20
日
（
火
）　
連
合
会
館

■
第
二
波
総
決
起
集
会
・
要
請
行
動

　
（
11
月
４
日
〜
13
日
の
ゾ
ー
ン
）

　
第
一
地
連
（
千
代
田
区
）

第
二
地
連
（
文
京
区
）

第
三
地
連
（
大
田
区
）

第
四
地
連
（
中
野
区
）

第
五
地
連
（
葛
飾
区
）

■
第
三
波
総
決
起
集
会

11
月
17
日
（
火
）　
全
電
通
会
館

現
業
賃
金
攻
撃

と
の
対
決
が
課
題

今
年
も
厳
し
い

15
賃
金
確
定
闘
争

　

９
月
27
日
、
東
京

清
掃
第
85
回
定
期
大

会
が
連
合
会
館
で
開

か
れ
、
庄
司
事
務
局

長
と
戸
枝
会
計
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
庄
司

事
務
局
長
は
、「
退

職
者
会
は
社
会
的
活

動
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
戦
争
法
反
対
の

桐田委員長

中里副委員長

染書記長

斉藤書記次長

山崎財政部長　　　　　吉田委員長
　　　　大和田副委員長　　　　　纐纈副委員長

今大会で退任した常任役員

争
法
、
労
働
者
派
遣
法
、
辺
野
古

新
基
地
、
原
発
再
稼
働
な
ど
安
倍

政
権
の
姿
勢
を
許
さ
ず
、
来
年
４

月
の
参
院
選
勝
利
を
目
指
す
、
③

自
治
体
合
理
化
に
抗
し
た
闘
い
を

進
め
、
新
採
を
獲
得
し
、
区
民
の

た
め
の
清
掃
事
業
を
推
進
す
る
と
、

闘
う
決
意
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
議
論
は
、
①
自
治
研
活

動
強
化
、
②
地
域
共
闘
と
組
織
強

化
、
③
新
採
獲
得
の
闘
い
、
④
支

起
を
呼
び
か
け
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
大
会
で
吉
田
委
員
長
・

纐
纈
副
委
員
長
・
大
和
田
副
委
員

長
・
山
崎
財
政
部
長
が
退
任
し
、

新
た
な
三
役
・
常
任
は
別
記

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
清
掃
は
三
役
５
名
が

専
従
に
な
る
新
体
制
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
取
組
み
に
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

坂本副委員長

東京清掃第８５回定期大会
専従５名体制スタート


